
　法　務　大　臣　殿

　受付　令和　　年　　月　　日　　時　　分

氏 名

● ●月 日年

番地
番

号

国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
の
父
母

氏 名

本 籍

外 国 人 の
場 合 は
国 籍

東京都千代田区霞ヶ関××

国　　籍　　取　　得　　届

　（国籍法第３条第１項）

　受付番号　　　第　　　　　　　号

（令和　　年　　月　　日撮影） 日 本 の 国 籍 を 取 得 し た い の で 届 出 を し ま す。

（ フ リ ガ ナ ） （氏） （名）日
本
国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

レー ハーミン

ベトナム社会主義共和国
父 母 と の
続 柄

ベトナム社会主義共和国ホーチミン市スアンホア坊××通り×番

ベトナム社会主義共和国ホーチミン市サイゴン坊××通り１０

国 籍 ・ 地 域

生 年 月 日

出 生 場 所

住 所

長
□男
☑女

令和●

母（氏） （名）

番地
番

筆頭者の氏名 筆頭者の氏名

番地
番

戸籍 太郎 レー ハイ　アイン

父（氏） （名）

ベトナム社会主義共和国

戸籍　太郎

国
籍
を
取
得
す
べ
き
事
由

※国籍取得後の戸籍の編製に必要なため、下欄に書いてください（裏面の注意事項６から８に注意してく
ださい。）。

国 籍 取 得 後
の 本 籍

東京都千代田区霞ヶ関××
父 母 婚 姻
の 有 無

□有
☑無

　認知をした父が☑現に日本国民である。

　　　　　　　　□死亡の時に日本国民であった。

　　　　　　　　　　　（死亡した日　　　　　　　年　　　　月　　　　日）

　☑父が認知をした。

　　　（父が認知をした日　　　　　　　　令和●　年　●　月　●　日）

　☑１８歳未満である。

　☑日本国民であったことがない。

　☑認知をした父が子の出生の時に日本国民であった。

　□養子縁組をしている。　（　　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　　　　　と縁組）

　□認知している。　　　　（　　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　　　　　を認知）

　□

そ
の
他

　国籍を取得しようとする者が

　□婚姻をしている。　　　（　　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　　　　　と婚姻）

（氏）

　戸籍

（名）

　花子国籍取得後の氏名
及びその振り仮名

（フリガナ） コセキ ハナコ

公館印

国籍を取得しようとす

る者の写真（届出の日前

６か月以内に撮影した５

㎝四方の単身、無帽、正

面、上半身のもの）

１５歳未満の場合は、

法定代理人と一緒に撮影

したもの

子供が生まれた病院の住所

戸籍に記載された日付

子供の住所証明書と同じ住所を記載

a21463
ノート注釈

a21463
ノート注釈

a21463
ノート注釈

a21463
ノート注釈



（ 裏 面 ）

（ 裏 面 ）

事 実 に 反 す る 内 容 で 届 出 し た 場 合 は 、 刑 罰 に 処 せ ら れ る こ と が あ り ま す 。

（届出人連絡先電話番号　　　0123-456-789　　　　abcdef@gmail.com　　）

注 意 事 項

□後見人

レー　ハイ　アイン

ベトナム社会主義共和国ホーチミン市
スアンホア坊××通り×番

法 定 代 理 人
の 資 格

署 名

親権者
□父　　　☑母

□養父　　□養母

住 所

※ 国 籍 を 取 得 し よ う と す る 者 が １ ５ 歳 未 満 の と き は 、 下 欄 に 書 い て く だ さ い 。

届 出 人
署 名

番地
番

号
番地
番

号

１ 必ず届出人本人が出頭し、届出人本人であることを証するもの（身分登録証明書、旅券等）を持参し

てください。 

２ 国籍取得の条件を備えていることを証する公的資料（出生証明書、父の戸籍謄本、父母の渡航履歴を

証する資料等）及び父母の申述書を添付し、それが外国語で書かれているときは、その日本語訳文も

添付してください。 

３ 届出人が国籍を取得しようとする者の法定代理人である場合は、その資格を証する公的資料を添付し

てください。 

４ 届出人または法定代理人の署名は、受付の際に自筆していただきますので 、空欄のままにしておい

てください。 

５ □には、該当する事項の□内にレ印を付けてください。 

６ 「国籍取得後の本籍」には、土地の地番あるいは住居表示が使用できます。ただし、住居表示番号の

場合は「○丁目○番」（※○号は記載できません）と記載してください。なお、実在しない町名、地

番などは使用できませんので、分からない場合は、本籍としたい市区町村に確認してください。 

また、①日本人と婚姻している場合は戸籍法上の届出（戸籍法102条）において本籍を記載していた

だくため、② 父母が婚姻している場合（婚姻していた場合）または日本人と養子縁組している場合

は国籍取得後の本籍は法律上当然に決まりますので、①②の場合とも本籍を記載する必要はありませ

ん。母の戸籍に入る場合はその旨記載してください。 

７ 「父母婚姻の有無」欄の「有」には、父母が婚姻していた場合も含まれます。 

８「国籍取得後の氏名」のうち「名」は、常用漢字表、戸籍法施行規則別表第二に掲げる漢字、ひらが

な、カタカナで書いてください。 

なお、氏については、その他の正しい日本文字も使用することができますが、①日本人と婚姻してい

る場合は戸籍法上の届出（戸籍法102条）において記載していただくため、②父母が婚姻している場

合（婚姻していた場合）または日本人と養子縁組している場合は法律上当然に決まるため、③母の戸

籍に入る場合は母と同一の氏を称するため、①②③の場合は記載する必要はありません。 

９ この届出によって日本と外国の両方の国籍を有することとなった場合は、20歳に達するまでに、いず

れかの国籍を選択しなければなりません（国籍法第14条）。 

父母の婚姻手続が成立していない場合は、

母しか署名できません。署名は職員の面前

で記入いただきます。

署名は職員の面前で記載いただきます


